
1 

 

５月３１日（日）快晴のなか、札幌市高

等学校教職員センター４階２号会議室に於

いて、会長、副会長２名、常任理事９名、

理事１４名、総勢２５名（うちＺｏｏｍは

９名）の参加で第３回理事会を１３時半よ

り開催しました。 

冒頭の挨拶で、武田会長は、「貴重な時

間、お集まりいただきありがとうございま

す。早いもので５月も３１日、経済状況も

物価高騰など将来がどうなって行くのか不

安な状況。今シーズンは雪不足でクラブ対

抗も中止となり大変なシーズンだった。４

５周年祝賀会に全員の参加で盛り上げ更に

前進して行きたい。今日はクラブ、道スキ 

ー協の発展へ向けて議論を深めていただきたい。」と述べられました。 

今回の理事会は、常任理事会からの提案に基づき、第２回理事会（2025年11月）以降の活動報告と７月に開催さ

れる第22回代表者会議の議案討議が中心でした。６月７日開催の全国スキー協第３４期代表者会議への代表者登

録、第２２回代表者会議の案内、創立４５周年記念祝賀会の進捗状況などを報告し、主な議題である代表者会議の議

案について修正や補強が行われました。 

昨年の総会で２年間の方針も決定しておりますので、活動計画案では、「夏季クラブ交流会in北村」の実施要綱案

や、各種日程案、また指導員研修について、地方での研修会の赤字解消課題、安全では、スキー場での非常時に備え

る緊急連絡先の携帯について、また「傷害事故調査用紙」提出

を受けて安全対策部での議論の必要性などについて意見交換が

なされました。その中で、これからの課題等も見え有意義な会

議となりました。 

現在の組織現状は、会員・指導員・メイトなど減少傾向では

ありますが、2026～27シーズンをみんなの力を結集し組織的前

進をして行きたいと思っております。そのためにも、代表者会

議では、クラブでの取り組みを共有し前進に繋げて行けるよう

な会議にしたいと考えます。 

まずは、各クラブで１年の活動を振り返り、2026～27シーズ

ンに向けて、「代表者会議議案」について議論を深めていただ

き、７月５日開催の「第２２回代表者会議」でお会いいたしま

しょう！ 
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６月７日（日）全国スキー

協第３４期代表者会議がＺ

ＯＯＭによるオンラインで

行われました。 

参加者は、21都道府県代

議員34名、役員17名の計

51名（うち委任状２名）

で、北海道からは代議員と

して、渡邉公平副理事長と

金浜事務局長の２名、私は

全国理事（役員）として参

加しました。金浜さんは議

長に選出され、議事進行し

ました。 

 

和田会長は挨拶で「私が会長になり５年が過ぎました。何か新しい兆しが生まれてきたのでしょうか。会員の高齢

化で介護や健康上の都合で退会する会員もあり、会員減の傾向にまだ歯止めがかかっていないのが現状ではないでし

ょうか。各地の会員、指導員のみなさんの努力で私たちの素晴らしいスキー教程によるスキー指導を大いに進め、各

地でスキー教室をたくさん開催しましょう。フェイスブックやＸなど、ＳＮＳによる発信や各県ホームページの充実

による発信で各地クラブの元気で楽しい活動を知らせ新しい仲間を迎えることにがんばりましょう。」と述べられま

した。 

続けて各部局から報告・提案があり、組織局からは、「全国サマーセミナーin宇都宮」はオンライン参加にも対応

し開催する。本日より全国ホームページを本格稼働する。温暖化対策として「マイボトル」運動を勧める。第52回

全国競技大会総括など。技術部の野瀬部長からは、教程の2028年度改訂を目指しビデオ撮影等の進捗状況や来シー

ズンのテーマについての報告。指導員部からは、4/21現在、公認資格者数（スキー・ボード・山・セッター）は502

名、前年より33名減、6.2％減の現状や北海道と長野のデモ選報告、デモには宮腰さんと藤井さん、関東の横川さん

の3名が認定されている。競技部からは、部会を２回行い、各地の競技大会やポール練習会について情報共有を行っ

た。４月に野沢でセッター養成・研修会を行い、１名が公認コースセッターに合格した。山スキー部からは、創立

50周年記念行事を怪我や事故なく全国の仲間と交流ができた。部の体制整備を行う。スノーボード部からは、久し

ぶりに指導員３名誕生。スノーボードクラブとのコラボ企画で行事を計画。環境・安全対策局から２件の怪我から保

険申請があった。傷害対策基金(3年物18名1年物85名・救出基金正会員20名一次会員41名)・賠償保険加入(215

名)状況が報告されました。 

各地スキー協からの組織アンケートでは、高齢化の会員減はどこも課題となっていること、外部へ向けての宣伝活

動としてホームページやリーフレット活用、新入会員を迎え入れるのに今までの経験を活かすなどの重要性を共有し

ました。 

また、愛知の山スキークラブが退会の意向ということで現状報告があり、スキー協に対する不満に対し、「スキー

協はスノースポーツの愛好者の団体で、その取り組みの中で平和や温暖化問題を学習しているので、その問題だけを

特化しているわけではない。」「横の繋がりを大事にしている組織。」「救出基金もあるが、精神的な援助も大事。」

等々、経験談も含めた愛知への助言があり、退会という残念な結果となることが濃厚ではありますが、明るい兆しも

見えた意見交換となりました。 

決算は、一般会計が収支約31万円の赤字。スキーメイトをみると購読者が減少し、209号（6月号）1004部から

213号（3月号）では9部と減誌傾向に歯止めがかからず、今年度は約43万円の赤字決算でこのままで行くと10年

で繰越金が無くなってしまう見込みとなっているとの報告。赤字解消には、編集者の努力と会員増に伴う増誌が欠か

せません。 

13時開始で討議終了後、一年間の活動報告と次年度方針、会計決算と予算案、規約改正案が満場一致で採択さ

れ、予定時刻17時前に終了しました。 

全国スキー協第 34期代表者会議開催 
～2025-26シーズン各地のスキー協の取り組みと次年度方針を討議～ 

                               全国スキー協理事 三浦裕子 



3 

 

 日曜日午後１時から５時近くまで、全国関係者７８名のうち４８名が参加したＺＯＯＭ会議でした。大半が初対面

の人との画面越しの会議ながら、現在のスキー協の実情が話され、けっこうリアル感を感じました。どの地方も会員

が減る危機感から、スキー協を積極的に対外ＰＲしようとの声が聞かれました。各県から報告された組織アンケート

にも参考になる活動事例があり、北海道でもさらに前向きに会員拡大を図る必要性を感じました。 

2026年5月31日は、標高531メートルにちなんで「もいわ山の日」です。 札幌藻岩山スキー場では「ごみ

拾い」が実施されました。 札幌藻岩山スキー場で行われた清掃活動には、町内会やスキー学校の生徒などお

よそ130人が参加しました。 （参加者）「めっちゃ大量にある。」「すごく楽しかったです。」「きれいにして気

持ちもよくなっていいことだと思う。」 参加者は山への感謝の気持ちを込めて、およそ50キロのごみを拾い

集めました。今年は道スキー協第3回理事会と重なり参加者は１名だけでした。 
 

 

 

 

隔年で行われている全国サマーセ

ミナーが今年は宇都宮にて、関越ブ

ロック担当で行われます。会員のス

キーに関する学習を目的として開催

し、クラブ運営等の理解と技術向

上、会員の交流を図る事を目的とし

ています。（研修会扱いです） 

＊＊＊お知らせです＊＊＊  

第３４回全国代表者会議に出席して 
                 道スキー協副理事長 渡邉 公平 

日テレニュースより 

藻岩山スキー場でゴミ拾い実施される 

沢山の参加をお願

いいたします 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E6%B8%85%E6%8E%83%E6%B4%BB%E5%8B%95&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_c91d1cbc0a0043a64b776bd30e97bfa1a76d6b40
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%81%8D%E3%82%8C%E3%81%84&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_c91d1cbc0a0043a64b776bd30e97bfa1a76d6b40
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2026年9月12日(土) ・12：30北村温泉集合 開会式  ・13：00各コーススタート   

・16：30北村温泉集合   ・18：30交流会 

9月13日(日)   ・9：00各コーススタート ・14：00森林公演 百年記念口の駐車場 閉会式 

集合場所  岩見沢市北村赤川１５６番地 北村温泉ホテル第二駐車場 

宿  泊  北村温泉ホテル ※和室２～６人部屋 チェックイン15：00 チェックアウト9：00 

参 加 費  大人19,000円（大人２～６名1部屋）  日帰り（交流会参加）の場合 7,000円 

子供13,000円             日帰り（コース参加のみ） 1,000円（一日） 

    スポーツ連盟見舞金制度に加入希望の方は、別途140円（70円×2日）が必要です。                         

申 込 み  クラブ毎の申込書を石川宛にメール(parupujp2@yahoo.co.jp)又はFAX(011-384-3340) 

にて送って下さい。 

人数分の参加費をゆうちょ銀行からは郵便振替（02700-7-48231北海道勤労者スキー協議会）へ 

他行からは（ゆうちょ銀行 (店番)279  (店名)二七九 (預金種目)当座 (口座番号)0048231）へ 

締切日までに必ず振り込み、通信欄には夏季交流会と記入して下さい。 

  

申込締切  2026年8月8日(土) ※期日厳守でお願いします。 

 

コースと内容 

1日目 9月１２日（土） 

① パークゴルフ北村の土里夢公園パークゴルフ

場で54ホ-ルあります。 

岩見沢市民400円市外800円 

② サイクリング  北村温泉から美唄、月型方

面の40㎞3時間コースです。おいしいデザー

トを目指して頑張りましょう。 

③ いわみざわ公園バラ園 

道内最大級のバラ園として2013年にリニュー

アル。約 4ヘクタールの敷地に 630品種のバ

ラが植えられています。 

④ 「観る・学ぶ」えべつ街歩き 

明治から令和までえべつの街はどのように

変遷してきたのか。歩きながら観ながら学

ぶ絶好の機会。ボランティアガイドが深堀

するえべつの歴史を一緒に体験してみませ

んか。 

その他 

・最少催行人数（5人）に満たない場合は、 

他コースに変更してもらう場合があります。 

第２３回夏季クラブ交流 in北村！ 実施要項！ 

たくさんのご参加お待ちしています！ 
実行委員会  実行委員長 菅  幸彦       

〃       事務局長 石川 芳昭  

 

2日目 9月１３日（日） 
① パークゴルフ 

岩見沢公園ローズパークで54ホールあります。 

岩見沢市民500円市外1000円 
② サイクリング 

北村温泉から一日目とは違うコースを走ります。ミス 

テリーコースを検討中です。 
③ 野幌原始林散策 

カツラやミズナラなどの大木が繁る原始の森で澄んだ空気

の森林浴が楽しめます。 

④ 工房アトリエ陶 

陶芸工房でマイ作品を作った後は隣のレストランでリッチ

なランチはいかが？ 

体験＋ランチ＝6,400円 
⑤ 北海道開拓の村 

  北海道各地の建造物を移築し復元・再現した野外博

物館。 

入場料 道民800円（65歳以上の道民は無料） 

⑥ 北海道博物館 

北東アジアのなかの北海道、自然と人とのかかわりをコ

ンセプトに北海道の自然・歴史・文化をひも解く博物館. 

入場料 道民600円（65歳以上の道民は無料） 

道スポーツ連盟より 

・テーピング講習会を９月５日（土）エルプラザにて18:30から行います。講師は伊藤整骨院 院長伊藤氏 

・10月４日（日）予定の平和ラン＆ウオークは札幌マラソンと日程が重なった為１０月１０日（土）に 

変更になりました。 
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